
2026年度　日本家族看護学会 国際学会発表助成 募集要項）
1．趣旨
本助成は、わが国の家族看護学の国際的発展と日本家族看護学会員の国際的な学術交流の促進を目的として、International Family Nursing Conference（IFNC）において研究発表を行う会員を支援するものです。
2．対象者
以下のすべてを満たす者とします。
· 日本家族看護学会の会員であり、助成金申請時点で2年以上の継続会員であること
· IFNCで筆頭発表者（First Author）として採択された者
· 過去に本助成の採択を受けていない者
3．助成対象学会
International Family Nursing Conference（IFNC）
4．助成対象発表形式
· 口頭発表またはポスター発表（査読採択されたもの）。応募が多い場合は、口頭発表を優先する。
· 対面・オンラインのハイブリッド開催の場合は、対面参加者を優先する。
· ワークショップ・シンポジウム登壇は対象外
5．助成金額
· 学術集会の参加費と旅費を対象とし、1件30万円を上限とする
· 採択件数は予算の範囲内で国際交流委員会が決定する
· 国内で開催の場合、国内移動の旅費も対象とする
· オンライン開催、もしくはハイブリッド開催でオンライン参加を選択した場合は、学術集会参加費のみ助成対象とし、交通費・宿泊費等は対象外とする
6．応募方法
以下の書類を提出してください（メール提出のみ受け付けます）
1. 所定の申請書（様式1）
2. IFNCに登録した演題名と抄録内容
3. IFNCの採択通知のコピー
4. IFNCプログラムまたはWEBページでの発表掲載ページ（提出時に未発表の場合、後日提出可）
【提出方法】
提出先：一般社団法人 日本家族看護学会 会員係
E-mail: maf-jarfn@mynavi.jp
7．応募期間
· IFNCでの発表採択通知が出てから1カ月以内　
· 締切後、選考委員会による審査を経て、理事会で承認後、当該年度内（3月末まで）に採否を通知する
8．選考方法
選考委員会で審査し、理事会で承認のうえ決定する
9．助成金の支給・辞退等
· 助成対象者は学会終了後、参加報告書（800字程度）を提出すること。提出されたレポートは本会ホームページに掲載し、助成金はレポート提出後に支給する
· 発表の取消し、筆頭発表者の変更、または辞退が発生した場合は速やかに国際交流委員会へ連絡すること。助成は取消し、既支給分は返還いただく場合がある

